
奈
良
。
丹
切
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
宇
陀
郡
榛
原
町
大
字
萩
原

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
二
年

（平
４
）
四
月
ぞ
六
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
榛
原
町
孜
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
柳
澤

一
宏

５
　
遺
跡
の
種
類
　
遺
物
散
布
地

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
後
期
を

一
四
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

丹
切
遺
跡
は
、
榛
原
町
の
市
衝
地
南
側
に
位
置
し
、
背
後

（南
側
）
に
は
丹
切

古
墳
群
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
遺
跡
の
周
辺
は
宇
陀
地
域
の
交
通
の
要
衝
と

も
な
っ
て
お
り
、
大
和
と
伊
勢

・
伊
賀
、
吉
野
な
ど
に
通
じ
て

い
る
。

遺
跡
の
立
地
は
、
宇
陀
川
の

河
岸
段
丘
と
こ
れ
に
接
す
る
丘

陵
南
斜
面
の
谷
部
分
と
丘
陵
郡

分
に
あ
た
り
、
標
高
約
三
〇
八

を
三
五
〇
ｍ
で
、
南
北
約
七
ぞ

八
Ｏ
Ｏ
ｍ
、
東
西
約
三
ぞ
四
〇

Ｏ
ｍ
が
遺
跡
の
範
囲
と
推
定
さ
れ
る
。

遺
跡
の
東
南
部
分
に
お
い
て
、
民
間
業
者
に
よ
る
宅
地
造
成
工
事
が
行
な
わ

れ
る
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
榛
原
町
教
育
委
員
会
が

一
九
九
二
年
度
の
受
託
事

業
と
し
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
も
の
で
、
調
査
面
積
は
約
四
五
〇
だ
で
あ
る
。

発
掘
調
査
は
、
谷
部
と
そ
れ
に
隣
接
す
る
尾
根
上
を
そ
の
対
象
地
と
し
て
お

り
、
谷
部
分
で
は
延
長
約
二
五
〇
ｍ
、
幅
約

一
五
ぞ
三
〇
ｍ
の
自
然
流
路
を
検

出
し
、
そ
の
埋
土
内
か
ら
弥
生
時
代
後
期
か
ら
中
世
に
い
た
る
各
時
期
の
遺
物

が
出
上
し
た
。
な
か
で
も
下
流
部
分
に
お
い
て
、
そ
の
数
量
は
多
い
。
自
然
流

路
に
は
護
岸
施
設
等
は
認
め
ら
れ
な
い
。
な
お
、
自
然
流
路
周
辺
で
は
、
建
物

跡
等
の
遺
構
は
検
出
し
て
い
な
い
。

自
然
流
路
内
か
ら
の
出
土
遺
物
が
大
半
を
占
め
、
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
に
し
て

約
二
〇
箱
を
数
え
る
。
主
な
出
土
遺
物
と
し
て
、
サ
ヌ
カ
イ
ト
片
、
垢
璃
片
、

弥
生
土
器

全
霊
・
甕

上
局
杯
）、
須
恵
器

（杯
二
霊
。
甕
。
瓶
）、
土
師
器

（皿
・
杯
・

椀
・
甕

・
土
釜
）、
黒
色
土
器

（杯
・
皿
二
も
、
墨
書
土
器
、
製
塩
土
器
、
灰
釉

陶
器

（皿
二
し
、
瓦
器

（椀
）、
瓦
、
フ
イ
ゴ
羽
日
、
銭
貨

（和
同
開
亦
・
隆
平
永

宝
・
寛
平
大
宝
）、
鉄
釘
、
鉄
板
、
木
製
品

（木
簡
。
下
駄
・
曲
物
ほ
か
）、
自
然
遺

物

（種
子
・
馬
骨
）
な
ど
が
あ
る
。
墨
書
土
器

宣
〔色
土
器
・
土
師
器
）
に
は
、
「□

〔字
こ

家
」
「子
」
「□
井
門
」
「□
井
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
遺
物
の

う
ち
、
平
安
時
代

（九
世
紀
後
葉
か
ら
一
〇
世
紀
中
葉
）
の
も
の
が
最
も
多
く
、
木

製
品
等
は
こ
の
時
期
に
含
ま
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
、
墨
書
土
器
、
和
同
開
弥
等
の
出
土
に
よ
っ
て
調
査
地
周
辺
に
何
ら
か

(桜 井 )



1992年出上の木簡

の
公
的
施
設
の
存
在
も
予
想
さ
れ
、
瓦
葺
建
物
、
鍛
冶
工
房
等
も
あ

っ
た
可
能

性
が
高
い
。
榛
原
町
萩
原
を
中
心
と
す
る
地
域
に
は
、

「萩
原
荘
」
が
あ
り
、

一
〇
世
紀
中
葉
に
は
東
大
寺
尊
勝
院
領
荘
園
で
あ
っ
た
こ
と
が

『東
大
寺
続
要

録
』
に
み
え
、
丹
切
遺
跡
は
こ
の
荘
園
に
含
ま
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
、
こ
の
遺
跡
は
宇
陀
地
域
の
交
通
の
要
衝
に
立
地
す
る
こ
と
か
ら

『
日
本
書

紀
』
壬
申
紀
に
あ
る

「充
田
郡
家
」
に
か
か
わ
る
遺
跡
と
も
推
定
で
き
る
が
、

今
は
ま
だ
、
こ
れ
を
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
今
後
の
検
討
を
期
し
た
い
。

８
　
木
衛
の
釈
文

。
内
容

向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

『
長
岡
京
木
簡
　
一
匡

の
刊
行

本
冊
に
は
、　
一
九
八
四
年
刊
行
の

『
長
岡
京
木
簡
　
一
』
以
後
、
三
〇

調
査
区
か
ら
出
土
し
た
合
計

一
〇
八
二
点
の
木
筒
を
収
載
し
て
い
る
。
主

な
調
査
地
は
、
左
京
三
条
二
坊
八
町
の
太
政
官
厨
家
跡
、
同
九
町
の
造
長

岡
宮
使
関
連
施
設
、
嶋
院
木
簡
出
土
地
、
北
辺
官
衝
区
中
央
官
行
等
で
あ

る
。
ま
た
最
新
の
研
究
成
果
と
し
て
、
木
簡
の
製
作
技
法
と
製
作
者

・
製

作
地
と
の
関
係
、
造
長
岡
宮
使
所
在
地
の
検
討
な
ど
を
掲
載
す
る
。

図
版
　
Ｂ
４
判
　
七
四
プ
レ
ー
ト
、
解
説
　
Ｂ
５
判
　
一
一〇
〇
頁

頒
価
　
一
万
円

（送
料
込
み
）

申
込
先
　
６‐７
京
都
府
向
日
市
鶏
冠
井
町
上
古
二
三

動
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
総
務
係

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｏ
七
五
十
九
三

一
十
三
八
四

一
）

銀
行
振
込
　
一爪
都
銀
行
向
日
町
支
店
　
普
通
預
金
　
番
号
六

一
〇

一
四
四

⑭
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
　
理
事
長
　
草
木
俊
次
郎

①
　
。
「
計
□

【平
己

与

□

⑪
は
自
然
流
路
の
埋
土
中
よ
り
出
土
し
、
伴
出
土
器
か
ら

一
〇
世
紀
中
棄
以

前
に
比
定
さ
れ
る
。
下
半
部
分
は
焼
失
し
て
い
る
。
ほ
か
に
判
読
不
能
の
短
冊

型
木
筒

一
点
、
墨
画
と
も
習
書
と
も
考
え
ら
れ
る
曲
物
の
底
板
状
の
断
片

一
点

も
自
然
流
路
内
か
ら
出
上
し
て
い
る
。

９
　
関
係
文
献

榛
原
町
教
育
委
員
会

『榛
原
町
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
概
要
報
告
書
　
一
九

九
二
年
度
』
全

九
九
二
年
）

（柳
澤
一
宏
）

（卜⇔）
×
μΦ
×
い
　
Ｏ
μΦ




